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塩竈市教育委員会定例会会議録 

◆日 時   令和２年４月１７日(金) 午後 3時 30分～午後 4時 30分 

◆場 所   壱番館庁舎 共用会議室 

◆出席委員 

教 育 長 吉 木  修 教育長職務代理者 柴田  仁市郎 

委 員 池 野  暢 子 委 員 佐 浦  弘 一 

委 員 松 田  攝 子   

◆事務局 

教 育 次 長 本 田  幹 枝 教育総務課長 佐 藤  聡 志 

学校教育課長 白 鳥  武 生 涯 学 習 課 長 布施  由貴子 

市民交流センター館長 井 上  靖 浩 教育総務課総務係長 中 村  顕 介 

教育総務課主査 星 井  絵 名   

 

◆定例会次第 

1 開会 

2 前回会議録承認 

3 会議録署名委員の指名 

4 教育長報告 

① 第 1回管内教育委員会教育長会議について 

② 本市の教育活動の状況について 

5 教育部長報告 

① 市議会定例会等について 

6 専決処分報告 

① 塩竈市いじめ問題対策連絡協議会の委員の委嘱ついて 

② 塩竈市いじめ防止等対策委員会の委員の委嘱について 

7 その他報告 

① 令和２年度塩竈市校長会役職 

② 今年度の学力向上の取組状況等について 

③ 新型コロナウィルス感染症防止に係る市内小中学校の対応について 

④ 令和元年度第 2 回社会教育委員の会議について 

 

8 閉会 



1 開会 午後 3時 30分 

 

2 前回会議録委員の署名 

佐浦委員から報告、承認 

 

3 会議録署名委員の指名 

池野委員と松田委員を指名 

 

4 教育長報告 

吉木教育長から、以下のことについて報告 

① 第 1回管内教育委員会教育長会議について 

② 本市の教育活動の状況について 

〔主な質疑〕 

佐浦委員 子どもたちの家庭での学習は、入学式・始業式に教科書を持

たせて、その教科書内容に応じた課題を与えているのか。 

吉木教育長 入学式・始業式に４月 20日まで休校延長が確定していたため、

その期間を想定した課題を与えている。また、来週も登校日

を設け、あらたな課題を渡す準備をしている。また、学習で

わからないところがあれば、担任に対して電話でも質問を受

けられるようにしている。 

 

5 教育部長報告 

本田教育部次長から、以下のことについて報告 

① 市議会定例会等について 

〔主な質疑〕 

松田委員 臨時休業を伝える一斉メールは、全員が登録しているのか。

全員でない場合は、どのような対策をとっているのか。 

白鳥課長 一斉メールを登録していない家庭の割合は、児童生徒のうち

１％未満である。そのような家庭へは、電話にて報告してい

る。 

松田委員 仙台市で、連絡が行き届かずに登校してしまった子どもがい

たようだったので、一斉メールのみに頼らず、第 2第 3の手

立てがあると良いのではないかと思う。 

  

6 専決処分報告 

白鳥学校教育課長より、以下のことについて報告 



① 塩竈市いじめ問題対策連絡協議会の委員の委嘱について 

② 塩竈市いじめ防止等対策委員会の委員の委嘱について 

〔主な質疑〕 

  特になし 

 

7 その他報告 

白鳥学校教育課長より、以下のことについて報告。 

① 令和２年度塩竈市校長会役職 

② 今年度の学力向上の取組状況等について 

③ 新型コロナウィルス感染症防止に係る市内小中学校の対応について 

 

布施生涯学習課長より、以下のことについて報告。 

④ 令和元年度第 2 回社会教育委員の会議について 

 

〔主な質疑〕 

松田委員 児童生徒数の推移、今後の見通しについて、教えていただきた

い。また、全国学力テストが中止となるようだが、学力向上マ

ネジメント支援事業における標準学力調査の予定はどのよう

になるのか。学びの共同体の進め方についても教えていただき

たい。 

白鳥課長 児童生徒数の推移については、次月にご報告したい。学力向上

については、２月までに算数・数学の履修を完了させることが

でき、未履修はほとんどなく終えることができた。全国学力テ

ストは中止ではあるが、標準学力調査は、５月７日に学校が再

開されることを前提に５月、12月に行いたいと考えている。学

校再開の日程に依って時期を再検討することもある。学びの共

同体の進め方については、その教育理念にのっとって今年も授

業改善を行うことを校長会で確認している。また、机の配置を

コの字型にする、子どもたちが対面で授業を行うなどの具体的

な点では、各校でスクール形式(講義形式)を取るなど柔軟に授

業づくりをしていくこととし、45分間学び続ける、一人も取り

残さないことを核として進めてくことを各校長と確認してい

る。 

佐浦委員 休業が長くなることについて児童生徒のストレス、虐待が心配

される。学校では、教職員同様、スクールカウンセラーも学校

に勤務し相談を受ける環境であるのか。 



白鳥課長 そうである。 

吉木教育長 家庭訪問も行っており、配慮を要する家庭へは訪問する回数を

増やすなどのフォローをしている。 

松田委員 授業日数の回復について、前回の報告では、夏季休業日を授業

日に充てるという予定を聞いていたが、休業が延びたことによ

り、どのようになるのか。 

白鳥課長 ３月の授業日数については、５日間不足するという計算に至り

夏季休業日を授業日にする予定であった。学校再開時に不足時

間数、日数について再調査し、検討する。必要に応じて夏季休

業・冬季休業も授業日に充てる可能性もある。 

吉木教育長 管理規則も確認し、授業日数について、再開後の変更にも対応

できうる規定である。学校のスタートが見えたら確認をしてい

く予定である。 

 

8 閉会 午後 4時 30分 

 

≪会議録署名委員≫ 

２番委員 

（池野委員） 

 

 

４番委員 

（松田委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 


